[bookmark: _Hlk525134994][image: ]èVinoエヴィーノ　≪新入荷のご案内 4月≫ 　　 　 4.2022　 
≪お取引先各位≫   
日頃より格別のご愛顧、心より感謝しております。
4月よりリリースさせていただく3人の造り手！「Colle san Massimoコッレ サン マッシモ」、「Bonavitaボナヴィータ」、「Prima Terra（Walter de Batte）プリマテッラ（ヴァルテル デ バッテ）」より新しいヴィンテージをリリースさせていただきます！
生産量の少なさからいつも欠品で、、あまりご紹介する機会のないコッレ サン マッシモですが、、汗。ワインは欠かさず入荷しております！！昨年のリリースされたメーノロッソ2020、ピウロッソ改めロッソ2019。ビアンコ2020は相変わらず生産量が極僅かのため、皆様にご用意することが出来す、、。残念ながら参考商品となります。
シチリアの最北東のファーロ、ボナヴィータより十分に熟成を経たロザート2019、ファーロ2015を合わせて。ロザートは相変わらず魅力的ですが、ファーロはこれまでより数段素晴らしくなりました！そしてリグーリア、チンクエ テッレの徹底したこだわり。ヴァルテル デ バッテが手掛ける、もう１つのワイナリー「プリマ テッラ」よりカラッツ18、アルモジェ16、そして実験的にボトル詰めを始めたロザート19をご案内させていただきます。
4/15(金) より出荷開始  ※出荷日は状況により前後する可能性があります
★少量入荷ワイン  ご注文締切～4/14(木) 12:00 ※締め切り後リクエスト数が上回った場合、数量を調整させていただきます。
Colle San Massimo  コッレ サン マッシモ                                              アブルッツォーテラーモージュリアノーヴァ
モンテプルチアーノの偉大なる土地にて、自家消費用の菜園とオリーブの畑、そして僅か0.8haのブドウ畑を持つ当主のエンリーコ ガッリナーロ。祖母より受け継いだこの土地を誰よりも愛し、まるで趣味のようにじっくりと時間をかけて、ブドウ栽培・ワイン醸造を行う異色な人物。「利益追求という枠に囚われれば、やりたくてもできないこともあるし、造りたくなくても造らなければいけなくなる。僕は120％自分の造りたいものだけを造りたい」、、ある意味、究極の自分勝手かもしれません、、(汗)。
[image: ダイアグラム が含まれている画像

自動的に生成された説明]しかしその覚悟は本物で、ブドウの収穫はもちろん剪定から除葉、畑に植わるブドウ樹のすべてを自らの手で行いたいという強い意思、人を感じるワイン。現在0.8haの畑から、1500～2000本という生産本数には声も出ません。いつも完売状態に申し訳ない限りですが、どうか忘れないでほしい造り手の一人です！昨年リリースの新しいヴィンテージがそれぞれ入荷しております！ 
Bianco2020 ビアンコ  ≪参考商品・リリース無し≫ 
[image: ダイアグラム

自動的に生成された説明]白ブドウの畑があまりに少ないため、毎年100~200本程度しか造っていないという、、少なさにもほどがある(汗)彼のビアンコ。2020年は決して天候に恵まれなかったわけではないが、やや低温で果実よりも酸が際立つヴィンテージだと話すエンリーコ。白ブドウは果皮と共に2週間という、過去最長のマセレーション、醗酵行ったヴィンテージでもあります。しかし、ワインには強い果皮の印象はなく、果皮と長く置くことでワインを守っている印象を感じます。全体に感じる酸の高さと繊細な果実味、いつも以上に奥行きを持ったヴィンテージ。その果実的な丸みと柔らかさ、抵抗なく染み込むかのような優しい味わいを持ったビアンコ。毎年思いますが、生産量の少なさが心から悔やまれるワインです、、、。 入荷量の問題で、皆さまにご案内ができず、誠に申し訳ありません。今後は少しずつ生産量も増えていきますので、どうか皆様に忘れられないようご紹介させていただきました。
★Meno Rosso20メーノ ロッソ≪新ヴィンテージ・500本≫ 
(meno=色が少ない)という意味合いのロゼ、土地の言い方であればチェラスオーロ ダブルッツォ、2020ヴィンテージが到着です。昨年に続き、ロッソとともに同じ量が入荷しております。2020は全体的に酸が主体となる繊細さを持ったヴィンテージ。果実と酸のバランスが良く、昨年以上に素晴らしい飲み心地を感じます！ボトル詰めしてから、今までよりも少し長く休ませたことで、ワイン自体に安定感を感じられるようになりました。
[image: ダイアグラム が含まれている画像

自動的に生成された説明]DOCを取っていないためチェラスオーロとは名乗れませんが、しっかりと抽出した色調と芯のあるタンニン、それでいてエンリーコらしい柔らかさと質感には、癒しさえ感じる味わい。「特別なワイン」というよりも、日常を彩るような気軽さと柔らかさ、心地よさを持ったワインです！
★Rosso19ロッソ ≪新ヴィンテージ・500本≫ 
シンプルな名前ですが中身はモンテプルチアーノ ダブルッツォ。DOCを申請していないため名乗っておりません。2019は天候に恵まれた素晴らしいヴィンテージ。果実の密度、酸、甘味を感じるタンニンはそのままに、ワイン自体に清潔感、透明感を感じるヴィンテージ。親しみやすさだけではない、凛とした姿勢の良さ、エレガントさを感じます。モンテプルチアーノという、ブドウのポテンシャルをストレートに感じつつも、決して気張らない柔らかい果実味。造り手の思いや意志がワインに伝わるのだとしたら、このワインにはエンリーコ自身の穏やかさ、優しさを感じるワインなのだと感じます。改めて、コッレ サン マッシモの魅力に気づかされる味わいです！
Bonavita ボナヴィータ                                                                   シチリアーメッシーナーファーロ スーペリオーレ
[image: テキスト が含まれている画像

自動的に生成された説明]シチリアでありながら、その毛色は全く異なる独自性を持ったファーロ。シチリア最北東に位置し、2つの海流が混ざることで常に風が吹き続ける。そして北向きの斜面ではシチリアでは失われがちな「酸」を保ったネレッロ マスカレーゼ、そして土地のオリジナルであるノチェーラは、他にはない強い酸と骨組みを与えます。シチリア最古であり最少のDOCでありながら、そのポテンシャルを知られた希少な土地。そして、小規模ながらそのファーロの実力を証明し続けてきた「Bonavitaボナヴィータ」。まだ若いジョバンニが手掛ける、10度目の収穫となる2015のファーロ。そして心地よさだけではない熟成の魅力あふれるロザート。合わせてリリースとなりました。
Rosato2019 ロザート ≪新ヴィンテージ≫
ファーロと同じセパージュで造られる、決して早飲みではない「力」を秘めたロザート。現地でのリリースより2年ほど遅れてしまいましたが、熟成を遂げて素晴らしく成長した2019。「果皮のもつ要素を極力ワインに残したい」、そう思てきたジョバンニ。しかしある時、「これじゃグラスに注いだらファーロ（赤）の違いがあまり感じられないんじゃ、、笑」、という事で2019より少しだけ果皮との接触が短くなり、フレッシュさや軽やかさを意識するようになりました。それでも十分に強いタンニンや果皮のポテンシャルは健在です！この2年の熟成で素晴らしくく変化、パリッとした酸とタンニン、ネレッロ マスカレーゼ単体では感じない、3つのブドウが合わさることで生まれる、特有のハーブ香。滋味深くもメリハリを感じる、複雑さを兼ね備えたロザートです。
[image: テキスト

自動的に生成された説明]Faro2015 ファーロ ≪新ヴィンテージ≫
2015年はイタリア本土とは違い、夏の暑さと9月以降の朝晩の気温差によって、バランスが取れたヴィンテージだったと話すジョバンニ。晩熟のネレッロ マスカレーゼの収穫は10月中旬、そしてノチェーラはさらにその後に収穫するという、果皮の完熟を意識しているジョバンニ。果実の熟度の高さはもちろん、熟れた果皮のもつ香ばしさ、タンニンに甘味さえ感じるような状態。2015も2000Lの大樽で40日程度、果皮と共に完全に醗酵が終わってから圧搾。「長いマセレーションはワインにタンニンが強く出過ぎる、、。そうじゃない、果皮から十分に抽出されたタンニンやそのほかの要素は、醗酵が終わった後、と酸化からワインを守り、不必要なものが果皮に戻っていく。」、それを証明するように、色素も強く出ることなく、淡さを感じる2015。
現地でのリリースから約4年遅れてのリリースとなってしまいましたが、今回はその熟成期間の大切さを、強烈に感じられる素晴らしい状態になりました！先月ちょうどワイナリーに訪問した際、新しいカンティーナも構えてスペースが増えたこともあり、ジョバンニ自身も樽での熟成、瓶内での熟成の重要性を考えていたことに、本当にうれしく思いました。奇しくもボナヴィータのスタートから10年目という記念すべきヴィンテージ。年を追うたびに成長を見せるるボナヴィータ。改めて、ご紹介したい造り手です。
Walter de Batte [Prima Terra] ヴァルテル デ バッテ （プリマテッラ）        リグーリア州ーラ スペツィアーリオマッジョーレ
[image: 文字の書かれた紙

中程度の精度で自動的に生成された説明]リグーリア東部スペツィア、チンクエ テッレと呼ばれる土地で徹底したこだわりを持つヴァルテル デ バッテ。急傾斜に岩盤を砕いてブドウ畑を作る、数あるワイン産地の中でも、これほどまでに過酷な環境は、存在しないのではないでしょうか、、。しかも、その環境を「言い訳」にせず、さらに厳しい栽培の徹底と、収量制限によって生まれる高密度のブドウ。ただでさえ少ない収穫しか見込めない土地で、一切妥協しないヴァルテルのワイン造り、、、。それこそが、単なる「高いチンクエテッレ」ではない、本当の意味での「価値のあるチンクエテッレ」を造り出す、稀有な造り手です！今回はラ スペツイア近郊出身でブドウ畑を持つ5人が、リグーリアのワイン造り、文化を守るために活動するヴァルテルの意志に賛同して結成されたワイナリー、”Prima Terraプリマテッラ“より2つの白、新リリースのロザートをご紹介させていただきます！
★Rosato Primaterra19 ロザート プリマテッラ≪新アイテム・120本≫
トスカーナのカッラーラに隣接した、コッリ ディ ルーニのエリアにあるサンジョヴェーゼ、「Tonosトノス」の畑。ブドウに対しての選別眼が異様に高いヴァルテル、、。少しでも納得がいかないと、醸造さえ行いませんでしたが、赤として醸造するには納得できないが、果実自体は全く問題のないブドウ（果皮の成熟が足りないなど）を、ロザートとして実験的に造り始めました。
彼が納得いかないブドウでも、はたから見たら十分すぎるポテンシャル、、汗。やはり早飲みというよりも、ある程度の熟成を求められる事は仕方のない結果かもしれません。リリースから2年経ち、だいぶ熟成も進みましたが、まだまだ先を感じるポテンシャル溢れる味わいです！
[image: 食品 が含まれている画像

自動的に生成された説明]Carlaz18 カラッツ≪新ヴィンテージ≫
トスカーナのカッラーラに隣接する、コッリ ディ ルーニのエリアにある、樹齢50年にもなるヴェルメンティーノより造られるワイン。2018年は雨が多く気温も低かったこともあり、いつものような過熟に陥らなかったヴィンテージ。ここまで聞くと、線の細いワインだと連想されるかと思いますが、基本的に収穫時期が極端に遅いヴァルテル。「暑い年よりも寒い年の方が、長い時間をかけて種まで成熟できる」、その言葉通り、ヴァルメンティーノ特有のアロマと果実味、そこに立体感を感じる今回のヴィンテージ。ビン内での熟成も相まって、すでに理想的な状態になっておりました！これまでのカラッツとは良い意味で期待を裏切る素晴らしい味わいです！ 
Harmoge16 アルモジェ ≪新ヴィンテージ≫
[image: マップ

自動的に生成された説明]ヴァルテルが造り上げる超凝縮のチンクエ テッレとなるアルモジェ。今回2016年をリリースさせていただきます。やはりDOCは申請していないので、チンクエ テッレという名前はありません、、。しかしながら、この地域で造られるどんな白ワインよりも、間違いなく「この土地を表現したワイン」であることは間違いない！チンクエテッレの土地で、凄まじい凝縮に耐えたブドウより造られる特別な白。
海からすぐの急斜面で、ダイレクトに潮風を受け止めるブドウ畑、恵まれた日照、そして水不足からの猛烈な凝縮、、。ミネラルを越え、塩気さえ感じるワインは間違いなくこのエリアの個性、そしてその個性をはっきりと表現しているアルモジェ。熟成に十分な時間をかけたこともあり、熟成香、素晴らしいバランス感と奥行きを持った状態、そして、まだまだ先も安易に想像できるポテンシャル。繊細さやみずみずしさを表現したサラデーロとは、明確な違いを感じる素晴らしい味わいです！
4/15(金) より出荷開始  ※出荷日は状況により前後する可能性があります
★少量入荷ワイン  ご注文締切～4/14(木) 12:00 ※締め切り後リクエスト数が上回った場合、数量を調整させていただきます。
Colle San Massimo  コッレ サン マッシモ                                              アブルッツォーテラーモージュリアノーヴァ
	ワイン名
	ヴィンテージ
	種類
	容量
	上代（税別）
	メモ

	Bianco
ビアンコ
≪参考商品・リリース無し≫
	2020
	白
	750ｍｌ
	参考商品
	トレッビアーノ70％パッセリーナ25％、マルヴァジーア5％。収穫後、除梗し約２週間、果皮とともに醗酵を促す。圧搾後セメントタンクにて醗酵を終え、そのまま6か月熟成。雨が多く冷涼な2020、長いマセレーションの印象よりも酸と果実味のバランス、奥行きのある素晴らしいヴィンテージ。数の少なさが悔やまれる味わい。

	★Meno Rosso
メーノ ロッソ
≪新ヴィンテージ≫
	2020
	ロゼ
	750ｍｌ
	￥3,000
	モンテプルチアーノ100％、樹齢40～50年。粘土質土壌。収穫後、除梗し果皮と共に約半日、野生酵母による醗酵を促す。圧搾後、セメントタンクにて10か月の熟成。チェラスオーロという考えで造られたロゼ。冷涼で酸の際立つヴィンテージ、今まで以上に心地よい飲み心地と、バランス感。飲むほどに癒しを感じる、コッレ サン マッシモの魅力あふれる味わい。

	★Rosso
ロッソ
≪新ヴィンテージ≫
	2019
	赤
	750ｍｌ
	￥3,500
	モンテプルチアーノ100％、樹齢40～50年。粘土質土壌。収穫後、果皮と共に約1週間、野生酵母による醗酵を促す。圧搾後、セメントタンクにて12カ月、ボトル詰め後12カ月の熟成。天候に恵まれた2020、豊かな果実と成熟した酸、そして濃密でありながら全く重さを感じない素晴らしい飲み心地。これほどスムーズで飽きの来ない赤ワインは、他で飲んだことがありません。日常のテーブルにいつも置いておきたい、そう思わされる赤です。


Bonavitaボナヴィータ                                                                            シチリアーメッシーナーファーロ スーペリオーレ
	ワイン名
	ヴィンテージ
	種類
	容量
	上代（税別）
	メモ

	Rosato 
ロザート 
≪新ヴィンテージ≫ 
	2019
	ロゼ
	750ｍｌ
	￥3,000
	ネレッロ マスカレーゼ、ネレッロ　カプッチョ、ノチェーラ、樹齢30～55年。
収穫後果皮と共に12時間、醗酵が始まるのを待ってから圧搾。一部セメントタンクにて醗酵を行う。果皮のタンニン、エキスを持った熟成の可能性を感じるロゼ。リリースより2年の熟成期間によって、素晴らしい状態になりました。日照に恵まれた2019、気温の高いシチリアで、10月近くまで待ってから収穫される、完熟した果皮の持つ香り、複雑さ。魅力的なロザート。

	Faro　　　DOC
ファーロ
≪新ヴィンテージ≫
	2015
	赤
	750ｍｌ
	￥4,500
	ネレッロ マスカレーゼ、ネレッロ　カプッチョ、ノチェーラ、樹齢30～55年。
収穫後、一部除梗せず果皮と共に大樽で40日間、ゆっくりと醗酵が進む。圧搾後、そのまま12か月大樽にて熟成。セメントタンクに移し12か月、気候のバランスが良い2015、ボナヴィータがスタートして10度目の収穫。甘味を感じるタンニン、果実と酸のバランスからの繊細さ、余韻の長さ！ボトル詰めから約5年、熟成期間を経たことも相まって素晴らしい状態です。 

	Faro　　　DOC
ファーロ
	2014
	赤
	750ｍｌ
	￥4,500
	ネレッロ マスカレーゼ、ネレッロ　カプッチョ、ノチェーラ、樹齢30～55年。
収穫後、一部除梗せず果皮と共に大樽で40日間、ゆっくりと醗酵が進む。圧搾後、そのまま12か月大樽にて熟成。タンクに移し12か月の熟成、日照に恵まれた2014。大樽での醗酵、熟成によって長期熟成のさらなる魅力を感じられるようになりました。



Walter de Batte [Prima Terra] ヴァルテル デ バッテ プリマテッラ        リグーリアーラ スペツィアーリオマッジョーレ
	ワイン名
	ヴィンテージ
	種類
	容量
	上代（税別）
	メモ

	★Rosato Prima Terra  
ロザート プリマテッラ
≪新アイテム・120本≫
	19
	ロゼ
	750ｍｌ
	￥4,800
	サンジョヴェーゼ75％、ヴェルメンティーノ ロッソ、カナイオーロ、メルロー、樹齢20年～30年。海の影響を強く受けたサンジョヴェーゼ。収穫後、約半日果皮と共にし、醗酵が始まるタイミングでモストのみで醗酵。ステンレスタンクにて6カ月の熟成。
非常に凝縮したブドウだけに、高いポテンシャルと凝縮感を感じるロゼ。2年の熟成を経ても、まだこれから先を期待させる味わい。

	Carlaz  
カラッツ
≪新ヴィンテージ≫
	18
	白
	750ｍｌ
	￥5,000
	ヴェルメンティーノ100%、樹齢50年の畑が中心。
果皮と共に3日間、野生酵母による醗酵を促す。圧搾はとても繊細に行い、ステンレスタンクにて醗酵を終える。そのままオリと共に12か月の熟成。
収穫量の少なさ、収穫時期の遅さ、徹底的なヴァルテルのこだわりにより、超凝縮したヴェルメンティーノ。冷涼な2018は「より長い時間をかけてブドウが熟成した」最高の出来。アロマティックなだけでなく、奥行き、複雑も兼ね備えたこれまでにない味わいとなりました！ 

	Harmoge
アルモジェ
≪新ヴィンテージ≫
	16
	白
	750ｍｌ
	￥6,200
	ボスコ45％、ヴェルメンティーノ20％、アルバローラ20％、ロッセーゼ ビアンコ15％、樹齢20年。ブドウごとに完熟を待ってから収穫。それぞれ果皮と共に約5日、野生酵母による醗酵を促してから圧搾。500Lの木樽にて醗酵を行い、オリと共にシュール＝リーの状態で36ヶ月の熟成。DOCはないものの、チンクエ テッレと同じブドウ、伝統を忠実に踏襲しつつも、華やかさ、美しさをもった、いわゆる世界から見られるチンクエ テッレという立ち位置を持ったワイン。
アルトローヴェのない今、ヴァルテルが本当の意味で追求する、唯一のチンクエテッレという存在になりました。

	Bianco Saladero 
ビアンコ サラデーロ
	18/19
	白
	750ｍｌ
	￥7,200
	ボスコ40％、ヴェルメンティーノ30％、アルバローラ30％、樹齢20年前後。2015年に新たに借りた標高400mの海に面した畑。成熟する速度に合わせて、それぞれ完熟を待ってから収穫。果皮と共に7日間、緩やかに醗酵を行う。圧搾後、開放状態でバトナージュを行いながら酸化的な環境で熟成を行う。その後オリ引きを行わずに24か月、シュール＝リーの状態にて熟成。海の味わいを感じ、アンチョビのような、強い塩分と旨味にも引けを取らない強いミネラル、そしてワイン全体に感じる柔らかさとバランス感。アルトローヴェ、アルモジェとも異なる、土地環境を表現した白。

	Vigna delle 
Pietre Nere
ヴィーニャ デッレ ピエトレ ネーレ
	17
	赤
	750ｍｌ
	￥6,900
	シラー65%、メルロー25%、チリエジョーロ10％、樹齢20年前後。
収穫後、除梗し果皮と共に約70日のマセレーション、野生酵母での醗酵。圧搾後古バリックにて18カ月、ボトル詰め後24カ月の熟成。
2017年は猛暑と水不足で非常にブドウの糖度が高くなったヴィンテージ。凝縮しているのはもちろん、海由来の塩気を感じるかのような強い味わい。他の土地では表現しえない個性を感じるシラー。口に広がる塩気のようなミネラルとヴォリュームを感に、染み出すような旨味と柔らかみ。個性が際立つ赤。

	Tonos   VdT
トノス
	15
	赤
	750ｍｌ
	￥5,500
	サンジョヴェーゼ75％、ヴェルメンティーノ ロッソ、カナイオーロ、メルロー、樹齢20年～30年。海の影響を強く受けたサンジョヴェーゼ。完熟したブドウを果皮と共に最大限抽出、期間は60日に及ぶ。圧搾後500Lの木樽にて24か月の熟成。トスカーナのサンジョヴェーゼとは全く異なる、繊細さを持ったワイン。リグーリア、ルニジャーナの個性を表現。

	Çerico   VdT
セリコ

	13
	赤
	750ｍｌ
	￥6,900
	グラナッチャ80％、シラー20％、樹齢15～20年。標高500m、潮風を受ける特異な環境で栽培されるグラナッチャとシラー。10月中旬～完熟を待ってから収穫。果皮の持つ要素をすべて抽出するため、果皮と共に60日以上、野生酵母にて醗酵。圧搾後、古樽にて36か月の熟成。栽培環境、ブドウの個性、醸造に費やす時間、、すべてにおいて徹底したこだわりを詰め込んだワイン。
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